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Self-controlling chaos of the Rikitake two-disk dynamo was investigated from the 
viewpoint of the interval distribution of reversals of也eearth's magnetic field. The 
t町mof the delayed feedback was added to出eoriginal Rikitake two-disk dynamo in 
order to stabilize chaotic behavior of出eRikitake two-disk dynamo. Numerical 
simulations by using the modified Rikitake two-disk dynamo were carried out by 
changing the parameter C of the delayed feedback term仕om0.01 to 0.0325 at出e
time delay r = 1500. The interval distributions of reversals for C 0.01， 0.02， 
0.03 and O. 0325 were obtained， which were compared with the interval distribution 
of observed geomagnetic reversal data. We succeeded in reproducing the observational 
interval distribution by using the parameter set (C = O. 0325， τ=1500)出atis出e
almost boundary value between the fixed point and chaos at the phase diagram. 


































a.1. (1982)によってまとめられたデータ [8]をプロットした)。ここで、 Ma.は 100万年を意味する。
図1(a.)では、現在と同じ極性をもっている正常期 (nonna.lperiod)を白抜きで、現在の極性と
は反対の逆転期 (reversep eriod)を黒塗りで示している。 1億 6500万年以前のデータに関しては、
それ以前に形成された海洋プレートがすでに海溝に沈みこんでしまったためにデータを得ることが
できない。地球磁場反転パターンの大きな特徴は、次の2つである。 1)地球磁場の反転は、カオ
ティックにおこっていること、 2)地球磁場の反転がほとんど起こらない静穏期 (8293万年から 1










化しc1とする)、 Oから 1の区間を 30分割し(級区間の個数を 30とした)反転 interva.lの頻度
分布を示したものである。最大反転 interva.lが他と比べて非常に大きいため、ほとんどが最大反転
Intervalの1/10のところに分布していることがわかる。
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ここで、 α=μuイ2_ 1(-2)である。力武ダイナモは上記の 2つの不安定固定点を中心としたダブル
スクロール型の Lorenzモデルと良く似たストレンジアトラクターをもっている伊][9]0 
パラメータの1立をIl二1.0、1(二 2.0(α= 3.75)として、力武ダ‘イナモの数値シミュレーションを
4次の Runge-Kutta.法 [10]を用いておこなった(時間ステッフにおいて h二0.001とした)。凶4
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35334 step、最小反転 intervalは、 3141step)。かつ反転 intervalの頻度分布は、ラインスペクト
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N ormalized interval 
図 4:力武ダイナモ。 (a)xの時系列、 (b)反転パターン、 (c)反転intervalの頻度分布(最大反転
interva1で正規化し、級区間の個数を 30とした)。
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図6:Cを変化させたときの Zの時系列(ここでァ=1，500)0 (a.) C=O.Ol、(b)C=0.02、(c)C=0.03、
(d) C二 0.0:325。
おこなった。自己カオス制御力武ダ、イナモの挙動に関して、 (C，T)の関数として相図が得られてい
る[7]。ここでは、 Cが小さな値で、も固定点(抗日dpoint)に制御されるT= 1，500として、 Cを変え
て、自己カオス制御力武ダイナモがどのような挙動をするかを調べた。
図6の (a)(b)(c)(d)のそれぞれに、 C=0.01、0.02、0.03、0.0325のときの zの時系列を示す。
T 二 1，500のとき、 C三0.035とすると、解軌道は固定点に収束してしまい、反転はおこらなくなっ
てしまう。 C 二 0.0325という値は、固定点に制御されてしまうぎりぎりの値である。図6より、 C
の値を大きくするにしたがって、反転はおこりにくくなり、 4方の領域(xが正か負の領域にわけた











個の反転 intervalのうちもっとも大きなものを 1とする正規化をおこない、 Oから 1の区間を 30





E111圃1・~ I~IIIIII ?C=O.0325 
図 7:反転パターン(反転intervalの個数は295回)。上から C=O.Ol、C二 0.02、C二 0.0;3、C=0.0;325
(ァ=1，500)。
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図 8: 反転 interva.lの頻度分布(凶 7に示された反転パターンに対するもの)0(a) C=O.Ol、(b)
C二 0.02、(c)C=0.03、(d)C=0.0325。ただし、 T= 1，500)である。反転illtcrva.lの個数は2950最
大反転 intervalで正規化し、級広間iの個数は :30とした。
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0.01のとき 44959step、3137step、C= 0.02のとき 6;350:3stοp、:3127step、c二 0.0:3のとき
122126 step、3110step、C= 0.0325のとき 2:33623step、:3103stepであった。 Cの値が大きくな
り、 (Cヲア)の相図における固定点とカオスの境界に近づくにしたがって、最小反転 intervalはほと
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